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The experience in mass dance emerges from the interaction among dancing people through the

perception and execution of movements and sounds. From the ancient ritual to the contemporary
raves, a typical form of mass dance is recognized as the repetition of unison movement. Absorbed
in the rhythmical sequence, one may even reach the experience of trance. This strong emotional
engagement in mass dance consists of several neuropsychological stages; i) motor entrainment to
the external rhythm which was generated by the bodily movement of other dancers and/or musical
accompaniment, ii) emotional contagion to others, and iii) the culmination to ecstatic state through the
repetition of movement. Each stage has the neural correlate of its experience. Motor entrainment via
visual interaction between subjects is thought to be processed in the mirror neuron system (MNS).
The neural correlates of empathy may also involve MNS as well as cortical midline structures (CMS)
which are concerned with representing the self. Emotional contagion may occur under an altered state
of consciousness, in which the functional derangement of cortical-subcortical neural networks of CMS
is thought to be involved. Finally, the strong emotional experience can be attributed to the function of
reward system, especially orbitofrontal cortex which can be related to the social intimacy and hedonic
experience during dancing with others. The psychopharmacological effects of 3,4-methylenedioxymet
hamphetamine (MDMA) on both rats and humans facilitate the social communication, and may even

potentiate hedonic experience by modulating the function of the orbitofrontal cortex. The mechanism
of MNS and CMS thus provides neural substrate to motor entrainment to perceived external stimuli
and emotional contagion. The ultimate experience in mass dance is thus hypothesized to be a product
of the activation of the reward-related mechanism, motor entrainment, and emotional contagion. To
elucidate in depth the neural correlates of mass dance, new research methods including neuroimaging
techniques should be established.

序-群 のうねりのなかに居て

近代の端緒において, 群衆経験とは何 よりも驚

きの体験であったi。20世紀初頭には, 群衆の持

つ威力 を利用 した り鎮めたりするために, 群衆を

いかに組織するかが社会的課題であった。特にナ

チスの時代 に向けて, 集団表現は巨大化 し, 技

術的に複雑 なものとなってい く。例えば,舞 踊

における例 として, ドイツの振付家/舞 踊理論家

Rudolf von Labanの 提唱したコーラス舞踊が挙げ

られる。 コーラス舞踊は, 多いときには千人単位

の人々が集 う祝祭劇 として上演 された。Dorr E

が指摘するようにii, コーラス舞踊は政治的態度

の原理的な相違を直接的に知覚させてしまう装置

として機能していた。

今 日,群 衆経験は, スポーツイベントに見 られ

るように, 日常的でごくあ りふれたものとなった。

群衆経験は, 歴史的に形成 され変容 しつつ も, 我々

に内在化 し沈潜 し, 自明性をもって我々の知覚と

行為 を規定するシステムとして定着 したように思

える。 しかし, 舞踊の世界では, そのような恒常

化 した群の知覚を刷新する実験が数多 くなされて

きた。そのため, 近代の群衆経験から今 日におけ

る集団性の特徴を検討する上で, 集団で行われる

舞踊, 群舞の体験は興味深いモデルであろう。

では, そもそも群における知覚 と, それに導か

れる行為は, どのような脳内メカニズムに依拠 し

ているのだろうか。20世 紀後半から今世紀初頭に

かけて, 主に脳機能画像研究の発展に伴い, 脳科

学は視覚 ・聴覚 ・運動系 といった個別の身体機能

の解明を超 え, それ らが複合 したコミュニケー

ションや, 自己, 美的体験 といった問題領域 まで

関心 を広げてきた。舞踊の体験 も例外ではない。

しかし, こと群舞の問題は, あまり取 り上げられ

ていないのが現状である。舞踊する身体が, 群の

中で他者の身体をどのように捉えて動 きへと導か

れ,群 の中へ溶け込んでいくのか, さらにはそこ

-60-



でどのような情動が生 じ, どのように他者へ と伝

わってい くのか。 ここには身体全体によるホーリ

スティックな芸術としての舞踊の問題があまりに

も凝縮 され過ぎてお り, そのすべてを脳という一

臓器の作用に還元し, 一元的に論じつ くすのは困

難である。しかし, 舞踊する身体の一位相として

生物学的なヒトとしての身体 を欠 くことはできず, 

脳 に表象 される限 りにおいての群舞体験 について

記述することは可能だろう。

しかし, 一口に群舞と言っても, 様々な形式が

ある。例えば, William Forsytheが 振付けた超人

的な技巧 を展開するダンサー達による群舞 宗教

儀礼のクライマックスに展開される群舞, さらに

は夜な夜な各地のクラブやパーティで展開される

ダンスでは, 舞踊の体験は大 きく異なることが予

想される。ただ, 踊るにせよ見るにせよ, 集団的

な舞踊に巻 き込まれ, 引き込まれていくプロセス

は共通 しているだろう。

よって本論では, 動きのリズムへの引き込みと

いう現象 とそれがもたらす情動に関与する脳内メ

カニズムを, 脳機能画像研究に基づいた認知神経

科学の成果を紹介 しながら記述することを試みる。

まず身振 りとその知覚に関する脳機能画像研究の

成果が舞踊美学においてどのように展開されてい

るかを概観する。そして, 群への引 き込みが身体

にもたらす体験に関与すると思われる運動認知や

情動に関わる研究成果をまとめてい く。

第一節 舞踊の脳機能画像研究

舞踊の脳科学的研究の, 興隆は, 1990年 代か ら

盛んになったSingle Photon Emission Computed

Tomography(SPECT), Positron Emission

Tomography(PET)そ してFunctional Magnetic

Resonance Imaging (fMRI)iiiといったイメージン

グ装置を用いた脳機能画像研究の成果に基づいて

いる。舞踊の脳機能画像研究を大別すると, 1.身

振 りをしている最中の脳機能に関する研究2身

振 りを知覚 した際の脳機能の研究がある。前者の

例 として, Brown Sivら の研究がある。また, 後

者の研究の例 としては, Calvo-Merino Bv.viら, 

Cross ESviiら, Orgs Gらviiiの研究がある。

Brownら は, タンゴのステップを踏むダンサー

の脳機能を, 数分で測定可能な水 をトレーサーと

してPETを 用いて計測 した。彼女 らは音楽に合

わせてステップを踏む場合 と音楽に合わせない場

合とを比較計測し, 音楽に同調する引き込みの条

件で小脳虫部の中心小葉(III)が 特異的に活性

化することを示 した。視床から小脳へ と至る経路

は音楽のメロディやピッチという属性の処理に関

与することが知られてお り, 引き込みにおける虫

部の機能はより荒い情報, 特にビー トの処理に関

わると考察 されている。Brownら の研究は, リズ

ムに対して動きがどのように連動 しているか とい

う舞踊の最も基本的な問題に対する一つの解答を

提示している。
一・方, 舞踊の知覚に関する研究は, ミラーニュー

ロ ン・システム(MNS)の パラダイムに基づい

ているix。MNSと は, サルの運動前野F5で 最初に

発見 された視覚と運動に関わる神経細胞群であり, 

ある行為を他者が行っているのを見る時と, その

行為を自分が行 う時の両方で活動する特異性 を

持つ。 ヒ トでは, 下前頭回弁蓋部, 腹側運動前

野(PMv), そして下頭頂葉に存在するとされる。

サル とヒ トのMNSの 性質の相違で我々にとって

重要なのが, サルでは対象のある合目的行為での

み活性化するのに対 し, ヒトでは対象のない行為

でも活性化するという相違である。 また, MNS

の機能は, 単なる行為の模倣ではな く, より一般

的に行為の理解 と考え られている。観察者のレ
パー トリーに含まれる行為でのみ活動するという

性質 も報告 されており, これは, 動 きの知覚が観

察者の行為能力に規定されていることを示唆して

いる。

Calvo-Merinoら の一連の研究は, クラシック ・

バレエ とブラジルのカポエイラという異なるスタ

イルの舞踊のビデオを用いて, 1)そ れぞれの舞

踊のエキスパー トが両者 を見た時の脳機能, 2)

舞踊に馴染みのない被験者が見た時の脳機能につ

いてfMRIを 用いて測定 したものである。1)で は, 

習熟した動きを見た時の方がそうでない動きを見

た時 よりもMNSが 活性化(す なわち, バ レエダ

ンサーのMNSは, カポエイラよりバ レエの動 き

を見た時に活性化)す ることが示された。2)で は, 

素人の被験者の美的関心は動 きの好みの次元にあ

り, 特 に, 被験者が最 も好 ましい動きと評価した

跳躍を伴った振 り付けを含む一連のシーケンスを

見た際に, 右運動前野 と両側一次視覚野が活性化

することが示 された。

また, Crossら は, ダンサ ーが舞踊 の新 しい

振 り付けに習熟する過程を5週 間に渡って観察 し, 

その習熟 に関わる脳機能をfMRIに より調べてい

る。結果, 繰 り返 し学習 し本人 も習熟 したと評価

した振 り付けにおいて, 繰 り返 していないものに

比べてMNSが より活性化 された。Calvo-Merino

ら, Crossら の研 究は, 舞踊 において動 きの受

動的な観察のみならず, その学習 による具体化

(embodiment)に 至るまでMNSが 関与 している

ことを示 している。さらにOrgsら はコンテンポ

ラリーダンスの映像 をダンサーと素人に見せ, 被

験者の脳波を測定することで, 電気生理学的に個

人の動 きのレパー トリーに応 じてMNSに おける

行為の観察と実行をマッチさせ る機能が変化する

ことを確認している。

これらの舞踊を対象 とした脳機能研究は, ダン
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サー個人がいかに動きを知覚し遂行しているかを

評価 し, さらに観客 にどのような振 り付 けをア
ピールするか戦略を立てる上で, 今後応用可能な

知見を豊富に提供 している。 しかし, 我々が舞踊

に関わろうとする動因, さらに舞踊がもたらす情

動的効果については, 未だに十分検討されていな
い。

以下の節では, これ らの問題に関する議論を掘

り下げるため, 冒頭に挙げた異なる群舞のスタイ

ルを例に, 認知 と情動に関わる脳機能研究の成

果か ら考察する。 まず次節で, 実際にForsythe

とともに振 り付 けも行っているオランダの舞踊

研究者HagendoornIの 議論 を参照 し, Forsythe

をはじめとするコンテンポラリーバ レエにおけ

る群舞の美学 について考察す る。次に, 舞踊へ

の引き込みが陶酔 という情動 をもた らす過程 に

ついて, 宗教儀礼 や音楽をテーマとした脳機能

画像研究の成果を取 り入れながら考察す る。最

後に, 今 日のクラブで頻繁に使用 される覚醒剤

3, 4-methylenedioxymethamphetamine(MDMA)

の薬理学的研究から, クラブ文化論で指摘されて

いる脱 自(extaSe)と 他者 との一体感(trance)

について考察する。

第二節 舞踊のニュニロエステティックス

Hagendoornの 論考 「舞踊 と振付 の性 質お よ

びそれ らの知覚に関す る推論的仮説x」は, 次の

ような素朴な疑 問を発することから始 まってい

る。なぜ, ある舞踊 は面白いのに, 別の舞踊は

つ まらないのか。Hagendoornの 関心は, George

Balanchineを 嗜矢 とし, 現在ではForsytheに その

系譜を辿ることがで きる抽象舞踊, すなわち, 動

きの形態 とダイナミクスを追求する舞踊に向けら

れている。

Hagendoornは, まず人間の視覚の生理学的遅れ, 

すなわち, 視覚的情報が網膜から大脳皮質の視覚

野へ伝達される問に, すでに動的指標は別の位置
へ と移るため, 対象の動 きを逐一捉えていられな

い事実に注 目す る。Hagendoornは, この遅れを

動 きの予測によって補 う脳の機能が, 舞踊の知覚

に大きく関与することを指摘する。Schubotz RI

らxiは, 複雑な動 きを予測する場合, 運動のプラ

ニングと身体の空間配置に関与する領域である運

動前野 と頭頂葉系が優位に活性化 したことを報告

し, 知覚的予測 と運動のプラニングが機能的 ・解

剖学的に関連してお り, ターゲ ットの動 きの予

測 において運動前野は動 きの 「青写真」を生成

し, 対象への素早い反応を可能にしていると論 じ

ている。また, ChaminadeTらxiiは, 手書き文字

を予測 させ る課題遂行時の脳機能をPETで 評価

し, MNSの 一部である左弁蓋部と左上側頭葉が

活性化 したことを示 し, これより, 動 きの予測=

シミュレーション, すなわち他者の動きを予測す

る際には同じ動 きを自分が行う際に作動する脳の

部位が活性化することを指摘した。

では, ダンサーが次々と繰 り出す動きの軌跡と

ダイナミズムを, なぜ我々は飽 くことなく見続け

ることができるのだろうか。Hagendoornは, 報

酬の予測の関与 を指摘 している。Schultz Wxiiiに

よれば, 報酬の予測には黒質緻密部(substantia

nigra pars compacta: SNpc)か ら前頭前野, 運

動前野や眼窩前頭野 に投射 す る ドーパ ミン・
ニューロン系が関与する。 この系 は, 強化子の

もたらす報酬を予測 し, その期待値 と実際に得

られた報酬の差 を計算 し, さらに特 に眼窩前頭

野(OFC)で 処理 される報酬 と罰のモニタリン

グ ・評価 を通じて, 情動や行為の修正に関与 して

いるxiv。Hagendoornは, 動 きの軌跡や力動の予

測そのものが報酬に値するもの と考える。舞踊で

は, 次々と繰 り出される動 きのシーケンスにおい

て, 前の動 きと後の動 きは大抵の場合異なる。そ

のため, 予測 された軌跡 と実際の軌跡の一致によ

り得られる報酬は大 きく, いわば動 きの予測はプ

レミアを持つ。 よって, ずれ と一致の相互作用は, 

報酬系 をどんどん刺激 し, 我々を動 きへ とどんど

ん引き寄せていくのである。

さらにHagendoornは, Kant Iの述べる美 と崇

高の議論を敷術 し, 動 きの知覚のもたらす快 ・不

快が, 美と崇高の感情をもたらす と述べる。すな

わち, 予測された動 きと実際の動 きの一致におい

て美の感覚が生じ, 表象 しえない動 きが現前 して

いるという葛藤の解決に付随 して崇高の感覚が

生 じるとされる。Hagendoornは, Pina Bausch, 

Jiri Kylianさ らにはForsytheと いった現代の振付

家の群舞の写真 を論文中に掲載 しているが, それ

らの舞踊の場 とは, 結局, 舞踊芸術 の条件 を動

きの形態(軌 跡)と 力動に置 き, Ramachandran

VSら が提唱した脳が事物を視覚的に感受する際

の特性である 「ピークシフ ト効果」, 「関連する特

徴のグルーピング」といった原理を巧みに利用 し

振付家が感覚を動きに内包させる一方で, 観客の

脳はそれらを能動的に予測することで美 と崇高の

感覚へと誘われる, 動 きと感覚のゲームの場 とい

うことになろう。

しかし, Hagendoorn自 身も認めているように, 

舞踊経験は単に動 きの知覚プロセスだけで成 り立
つものではな く, 記憶, 連想, 嗜好 も関連 して作

り上げ られるものである。 また, 舞踊芸術の条

件を動 きを生み出す身体に置 く立場か らすればxv, 

舞踊を見る経験には未知の異様な身体の強度に揺

さぶ られつつも, それに何 らかの意味を見出そう

とする, 一 フランスの舞踊研究者Godard Uの 言

を借 りれば-「 運動感覚的な感情移入」とでも呼

べる側面もあるだろう。特に群舞の知覚 において
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は, 壮大な動 きに情動を揺 さぶられる体験が前景

に立つ。それは, 美的判断という自律的 ・能動的

営為に至る前段階の, いわば他律的 ・受動的経験

の次元も含むと思われる。特に群舞では, 他者の

身体 と協調 して動 くことにより生じる情動的連帯

がある。その究極が, 集団的陶酔であろう。

次節では, 群の中にいる主体が他者の身体 と協

調しながら群へ と溶解 し, さらには陶酔へと至る

体験において, 脳がどのように機能しているのか

について考察したい。

第三節 引き込みから陶酔へ

集団舞踊がもたらす陶酔 という情動は, 以下に

引用する尼 ヶ崎の記述が明らかにするように, 引

き込みという現象のなせるわざである。

舞踊鑑賞の基本形は踊 り手(シ テ)と 音楽(ハ

ヤシ)と 観客の三者から成る。 したがって身体リ

ズムは三種類あり, これらが引き込みによって共

調するというのが原則である。一般的には音楽が

基礎 となる拍子(時 間波)を 作 り, 踊 り手がその

枠の中でフレーズを生み出し, 観客は音楽の拍子

に身体的に同調 した上で, 踊 り手のフレーズを味

わうということになる。このとき最もシンプルで

強い快楽をもたらすのは, 三者のフレーズが完全

に一致する場合である。音楽が明快なリズムを打

ち出し, 観客の身体がこれに無意識に同調 してい

るとき, 踊 り手の身体が同じリズムで同期 して見

せれば, 観客は自分のフレーズが外部環境によっ

て確認されたようで気持ちがいいのだ。このとき

踊 り手の身体の数は多い方がよい。_も っとも効

果的なのは観客自身が踊ることである。 自ら踊る

集団の一部 となり, 反復されるリズムに身を委ね

る時, 没入の快感はやがて宗教的な陶酔(エ クス

タシー)さ えもたらすだろう。これは昔の民俗舞

踊(フ ォークダンス)か ら現代のレイヴまで広 く

見 られることであるxvi。

ここでフレーズとは, そこに意味を見出すこと

ができる時間的パターン ・ゲシュタル トであり, 

さらにそれは単なる認知の対象にとどまらず, そ

れを身体が 「生きる」べ く先取 りされ, 個々人の

身体を条件に応じてフレーズに合わせ調節するこ

とで具体化される一つのまとまりとされる。引 き

込みは, ここではその場の律動的なフレーズを「投

企」 し 「生きる」プロセスである。

音楽におけるフレーズという区切 りの知覚には, 

側頭平面(PT)と, 下中前頭回(IFGMFG)と

頭頂問溝(IPS)の ネットワークの関与が考えら

れている。訓練された音楽家を対象としたNanY

らの実験よればxvii, フレーズ化 されていないメロ

ディの処理 と両側PTの 活性化が相関し, フレー

ズ化 されたメロディの処理 と左 中下前頭回 と右

頭頂溝の活性化が相関 していた。 これ らの結果

は, PTが 楽曲の全体的構造か らフレーズを区切

る境界のきかっけを同定する機能を果たしている

こと(フ レーズ化 されていない曲の方が区切 りの

検知が困難でPTが より活動する必要がある), ま

た, OFCの 一部を含むIFGは 時間的に情報を収集・

統合 し, 新 しい情報 と古い情報 を比較する機能を

果た し, いわばフレーズ問の比較のワーキングメ

モ リーの機能 を受け持つとされる。一方, 右IPS

と左MFGは, 音楽 をフレーズに分割する際の選

択的注意の機能を果たしていると考えられている。

これらのシステムが協働することで, フレーズの

知覚を可能にしていると考えられている。

では, フレーズが知覚され, それが生 き生 きと

した要素として理解され, さらにそれに引き込 ま

れ, 身体の動きがもた らされる現象のメカニズム

はどのようになっているのであろうか。Janata P

らxviiiは, 音楽が我 々を文字通 り 「感動」させる

過程 を, タイミングに関する研究のメタアナリシ

スを通じて感覚と運動のカップリングの観点から

考察し, 感覚運動野 補足運動野, 小脳, 運動前

野が核 とな り, 音楽のパターン ・シーケ ンスの複

雑性に応 じて他の領域も動員していること, また

感覚刺激の時間的構造に対応して神経系が身体内

の振動子 とな り, 感覚刺激のリズムに同調 しよう

と待ち構えるアテンディング ・リズムを構成する

ことを指摘 している。

このように, 刺激の時空間的構造に応 じて, そ

れに同調する脳機能系は変化するため, 群舞にお

ける引き込みに相関する脳機能系を捉えるために

は, 音楽に加えて, 身体の動きにおけるフレーズ

を考慮する必要があるだろう。では, 群舞におい

て, フレーズへの引き込みから, さらに陶酔へと

至る過程に関与すると思われる脳内の変化は, ど

のようになっていると考えられるだろうか。 ここ

では, 今一度他者の動 きへの同調 と, その同調に

よってもたらされる情動的変化の観点に絞って考

察 していきたい。

Calvo-Merinoら の研究で見たように, 舞踊の振

付 も, 一種のフレーズ として, MNSで 知覚され

ると同時に動きへと具体化されていた。 しかも, 

それは, それぞれのダンサーの動きへの習熟度 ・

レパー トリーに依っていた。また, 素人の場合は, 

跳躍など視覚的な 「ピークシフ ト効果」を生みや

すい動きに注意が行きやすいのであった。これら

の結果 より, 舞踊においては, 拍子の リズムや

メロディといった聴覚的要素に対するのと同時に, 

動きの形態的変化という視覚的要素に対 してもフ

レーズへの引き込みが起きていると考えられる。

Oullier Oらxixは, 二者間で起こる自発的な動 き

の同調における視覚的インタラクションの重要性
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を指摘 している。彼 らは, 二人の被験者が向かい

合って座 り, それぞれジョイスティックを握った

指を自分のペースで動かすよう指示 した。そして, 

時間を区切 って開瞼 ・閉瞼の時間帯 を作 り, 開

瞼の時 には相手の指を見 るよう指示 した。 そし

て, それぞれの時間帯で動きの同調の程度を調べ

た。結果, 被験者同士が視覚的情報を交換 してい

る時 被験者は共通 した動きの位相と振動数で手

の動 きを連動させることがわかった(ど の被験者

も, 相手の動 きをなぞる意図を持っていなかっ

た)。 さらに, 再び瞼を閉 じても, 指の動 きを続

けている限 りでは, 自発的な動きが相手と同調し

た際の振動数に影響されていることがわかった。

Oullierらは, 機械が作 る幾何学的な運動の軌跡

ではな く, 生物 として可能な動きの軌跡であるバ

イオロジカル ・モーション(BM)xxが, 動 きを通

じた社会的連帯の形成において主要な役割を果た

していることを指摘 している。BMの 処理はMNS

の一部である上側頭溝(STS)と 関連しているこ

とが知られているxxi。Tognoli Eらxxiiは, Oulierら

と同じセ ッティングで動 きの連動に関わる脳波を

測定し, 頭頂葉からSTSに 起源を持つと考えられ

ている9.2-11.5Hzのphi complexの 二つのコンポー

ネントが視覚的情報の交換の有無 と相関すること

を示した。この結果は, 動 きの社会的協調におけ

るMNSの 関与を支持している。

さらにOullierらの結果は, 自発的で律動的な

動きが社会的インタラクションに影響され, その

新たな動 きの構成はインタラクションが終わって

も保持されることを示 している。Oullierらが 「社

会的記憶」 と呼ぶこの現象は, 舞踊の記憶が どの

ように共有 され, さらに継承されていくのか とい

う問題の脳内機構について大変示唆的であるが, 

本論の範囲を超えるため改めて論 じたい。

では, 動 きの同調がもたらす情動には, どのよ

うな脳内機構 が関連しているのであろうか。 この

点について最 も研究されているのが, 相手 を内

的に模倣す ることで情動的な親和性がもたらさ

れ, 経験や目的を共有することを可能にする能力

である共感(empathy)で あろう。Carr Lらxxiii

は, 被験者に感情的な表情を提示 し, その表情の

動 きを模倣 し, 感情を内的に体験する課題を課 し, 

fMRIに て脳の活性化部位 を調べた。その結果を

Carrら の議論に従って模式化すると, 図のよう

になる。まず, STSに て行為の視覚情報が検知され, 

続いて頭頂葉後部のMNSに て正確な運動情報が

処理される。その情報が下前頭葉のMNSに 送 られ, 

行為の目的が理解される。そして, 動 きのプラン

がSTSへ とフィー ドバックされ, STSに て視覚情

報 と動 きのプランのマッチングが行われ, 最終的

に模倣行為が効果器によって遂行 される。この模

倣行為の遂行に関わる経路から情動に関わる辺縁

系へと, 島(insula)を 介 して行為の表象が伝達

され, 行為に適切な情動が引き起こされる。

この よ う にMNSは, 「自 己 と他 者 のつ な

が り を もた ら し, 意 図 の 調 律(intentional

attunement)の 機構 を通じて問主観性を成立 さ

せる。意図の調律は, 相手の行為 とそれに付随す

る心的状態を自動的にシミュレーションすること

で, 他者の行為 と心的状態の理解を可能にするの

であるxxiv」。さらに, より意識的 ・反省的に相手

の心的状態を評価するといった機能は, 自己参照

の機能に関与すると考えられている眼窩前頭野と

近傍の内側前頭前野, 帯状回前部(ACC), 懊前

部を含むcortical midline structures(CMS)xxvに

よって担われている。

では, リズムに引き込まれ踊 り出し, 反復的で

律動的な動きの中, 情動が伝染する場に浸された

身体に, 最終的にもたらされる陶酔 とは, これ ら

の脳機能系のどのような変化 と関連 しているので

あろうか。Vaitl Dら は, 律動的に頭部 を上下運

動させなが ら循環器系 に負荷 を与 える実験 を行

い, 循環器系の活性化による圧受容体の刺激で大

脳皮質の抑制が得られ, それが催眠状態を示すス
コアと相関することを示 したxxvi。さらに, 催 眠

における没入体験(absorption)の 脳機能画像に

おいてACC, 脳幹, 視床の機能変化が指摘 され

ているxxviiこと, また島が主体性のモニタリング

において重要な役割を果たしているxxviiiことを考

え合わせると, リズムへの没入は, 自己と他者の

区別に関する情報を処理するCMSの 機能的変化

をもたらし, 行為を制御する能力 と動 きの主体性

(agency), さらにはその自覚(selfawareness)

を曇 らせ, 意識変容 ・意識狭窄の状態を引き起こ

す と考えられる。

この状態で認められる情動的な連帯が, 身体の

動きを通 じた情動の伝染(em0tional contagion)魎x

である。このメカニズムについて, 間接的ではあ

るが興味深い知見を提供して くれるのが, 近年, 

クラブや野外パーティで乱用 され, 急性 ・慢性の

疾患をもたらしている違法薬物であるMDMA(俗

称 「エクスタシー」)の, 神経系への作用 ・毒性

に関わる研究である。次節でその神経薬理を概観

し, 強烈な情動体験の脳内首座について考察して

いく。

第四節 クラウドの中のエクスタシー

VollenweiderFXら は, 幻覚剤 により引 き起 こ

された意識変容(altered states of consciousness;

ASC)の 心理学的評価項 目として1.自 我境界が

緩まり最終的には宇宙との合一感にまで至る 「大

洋感(oceanic boundlessness)」, 2.思 考 が障害

され自律性を欠いた状態である 「不安 自我拡散

(anxious ego-dissolution)」, 3幻 覚状態である「幻
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覚的再構造化(visionary restructuralization)」

の3つ を挙 げたxxx。MDMAは, LSDな ど従来の

幻覚剤 とは異なり, 3の 作用が少なく, むしろ他

者との親密性を容易 にし, 1の 性質に関わるため, 
'
entactogen'に 分類 される。

上野によればxxxi, すでにMalbonBが, パーティ

やクラブ ・シーンでの 「クラウドの経験」につい

て, MDMAの 薬理効果さながらの記述をしている。

すなわち, 人々がレイヴやパーティにおけるクラ

ウドの中で同時に経験する脱 自(extase)と 他者

との一体感(trance)が, 「ひとが海で漂 うとき

に感 じるような世界や自然 との一体感 共生感覚」

である 「大洋的な経験(oceanic experience)」 と

並行 して語 られている。尤も, 上野自身はこの考

え方を, 「全てを未分化への一体性の欲求と説明」

してしまうことでさらなる分析 を止めてしまう危

険をはらむと批判 し, む しろクラウ ドの経験 の

フィジカルな要素であるダンスや音楽により, 「他

者 との陶酔的一体性」 を感 じつつ も, 「自分の感

情や情動を特異化 していき, 個体化(個 人化)を

すすめてい くプロセスにもなっている」ことを主

張 し, その様をパーティ空間の 「脱/再/領 土化」

である 「空間化(spacings)」 と捉 えている。

クラウドの身体 リズムと音楽が脱 ・再領土化す

る情動の配置 さらにはそれが もたらす連帯は, 

このように身体, リズム, 情動の個人化のプロセ

スでもある。脳機能研究が 目指す地平は, このよ

うなプロセスのより物質的なレベルでの記述 ・操

作であろう。本論では, しか しひとまずMalbon

の地平 にとどまり, MDMAの 薬理学的研究を参

照 しながら, 脱官と一体感の神経学的基盤につい

て考察したい。

Parrott ACxxxiiは, ラットにMDMAを 投与 した

実験結果をもとに, レイヴやパーティがMDMA

の薬理作用 を増強する環境を提供 していることを

指摘 している。すなわち, 高温の環境でMDMA

を投与された方がラット問の関与が活発化 し, ま

たラットが密集していた方が個々のラットの興奮

が高 まり, さらに, 騒音 脱水 もMDMAの 薬理

作用を増強することが示されている。これらの結

果は, 前節で述べた循環器系の賦活による圧受容

体を介 した皮質抑制 とMDMAの 効果が相乗する

ことを示唆 している。

Hargreaves GAらxxxiiiま, よ り 直 接 的 に, 

MDMAを 投与 したラットを用いて細胞の活動性

の指標であるタンパク質Fosの 誘導を調べ, 高温

環境(30℃)の 方が より低温 の環境 よ りも, 報

酬系 に関与する細胞核でFosの 誘導が有意に高い

ことを示 した。 さらに, 親和行動 に関連する神

経ペプチ ドであるオキシ トシンを分泌する神経

核でのFos発 現が増加 してお り, オキシ トシンが

MDMAに よる社交的行動 に関与することが示 さ

れているxxxiv。しかも, 同じ量のMDMAを 投与さ

れても, 孤独な環境よりも集団にいる時の方が, 

報酬系や親和行動に関連する神経核 におけるFos

の発現は高かったXXXV。

このようにラッ トを用いた研究では, MDMA

は報酬系や親和行動に関与する部位に変化をもた

らし, しかもそれは集団 ・高温といった環境で顕

著になることがわかった。では, ヒ トの場合の研

究 はどうだろうか。Vollenweiderら は, MDMA

未使用 の健常者 にMDMAを 投与 し, 質問紙で

感情の状態 を評価 しつつPETで 脳血流 を測定 し, 

プラセボ群 と比較 したxxxvi。結果, 広範:な部位 に

脳血流の変化を認めたが, 特 に左扁桃の血流低下

と不安自我拡散の低下と相関し, また側頭葉, 扁

桃, OFCの 血流 と外 向性が関与していた。 これ

らの結果より, 扁桃を含む辺縁系がMDMAの 気分, 

外向性 と関係 していると考えられた。

さ ら にFrei Eらxxxviiは, MDMAを 健 常 人 に

投 与 し, 脳波 とそれに相 関する脳領域 を示 す

LORETA(low resolution electromagnetic

tomography)を 用 いてMDMAに よって引 き起

こされる脳 の活性化部位の局在 を調べ, 脳波変

化 として前頭葉のデルタ活動の減少, 帯状回を

中心 としたシー タ ・アルファ活動の減少, 前側

頭葉 とOFCの ベータ活動 の増加 を認めた。 これ

は, セロ トニ ン放 出を促進 させ るfennuramine

及 びnoradrenaline reuptake inhibitorで あ る

tandamineの 投与 と同じ活動パターンであ り, 逆

にセロ トニン系 を抑制するSSRIの 投与では全 く

逆のパ ター ンを取 る。特 に, 前側頭葉 とOFCに

おけるbeta帯 域の増加は, MDMA投 与による社

交性 と関与 していると指摘 している。

以上 より, 報酬 と親和に関わる脳の機能的部位

が, エクスタシーとトランスという群舞体験のク

ライマックスに関わると想定 される。人々が密集

し, 大音量の中踊 り続け, 体温が上昇 し, 脱水傾

向にあるとき, 薬物はこの部位 をさらに刺激し, 

体験を増強する効果を果たす(セ ロ トニン症候群

といった急性症状, 抑 うつ状態, 睡眠障害, 認

知機能障害 といった慢性期症状が生 じるが)。特

に, CMSの 一部を構成するOFCに おいて, 身体

内外か らの情報が集められ, その報酬的価値がモ

ニター ・評価され, 快 という主観的経験がもたら

されると考えられているxxxviii。音楽鑑賞において
'
chills', あるいは'shivers-down-the-spine'と

表現 される, 強烈な快をもたらす経験 も, OFC

を含む報酬系が活性化 していることが示されてお

りxxxix, 群舞 における陶酔のさらなる研究のター

ゲットとできるだろう。

跋

群舞で知覚 され体験 される, 身体の動きを通 じ
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た感情的高まりの脳内プロセスについて, 実際に

舞踊 を対象 とした先行研究から, 認知科学, 精神

薬理学の研究を踏まえて推論 した。現在のところ, 

舞踊の脳科学的研究の視座 として, ミラーニュー
ロンシステム, 報酬系, それらをネットワーク化

するセン トラルミッドラインシステムの機能 特

に意識変容, 意識狭窄の状態においてそれらのシ

ステムが どのように機能しているのかに注 目する

ことが重要であると思われる。

究極の課題は, 脳機能画像 を用いて複数のダン

サーを同時に被験者 とし, 舞踊の知覚や実際の踊

りを捉える作業 を積み重ねることで, 群舞に特異

的なネットワークや, 群舞体験に特異的な機能パ

ターンを発見することであろう。しかし, その前

段階 として, 現在での可能な脳機能画像研究の応

用について例 を紹介 しつつ, 論を閉じたい。

Berrol CFXlは, 神経科学 とダンス/ム ーブメン

ト・セラピー(D/MT)の 関連を述べた論文で, 

D/MTに よりMNSが 作動 し共感が 「結晶化 した

(crystallized)」例 と して, Bill T.JonesのStill/

Hereの 作品形成過程 と, 「D/MTに おけるムス リ

ム女性の身体経験 とは何か」と題された研究を挙

げている。AIDSに よ りパー トナーであるArnie

Zaneを 失ったJonesは, 癌やAIDS患 者たちと 「サ

バイバーワークショップ 生と死を踊り語る」を

11都市で開催 した。そこで参加者たちは, 自身の

物語を簡単な身振 りと言葉を用いて作っていった。

そこから, お互いが身振 り, 絵画, 言葉を通じて

コミュニケーションをとることで, それぞれの人

生が共有されるようになった。Berrolが 参加者に

治療的環境 を与えたとするそのワークショップで

展開された, 複数の病者の 「死」を反映した動 き, 

個別で特異性を持ちつつも, 人間として共有 され

る普遍的観念に満たされた動きを, Jonesの 身体

に纏め上げることで, Still/Hereは 振付けられた。

Berrolは, この作 品を鑑賞 した体験か ら, Jones

の作 品形成のプロセスはMNSの 本質を表象 して

いると考えている。

またBerrolは, エジプト出身のダンスセラピス

トNancy Toncyの プロジェク トである, エジプ

トのムス リム女性 とのダンスセ ッシ ョンを取 り

上げている。Toncyは グループD/MTの テクニッ

クを用 い, 女性たちと身振 りと言語 を用いたコ

ミュニケーションをとっていった。するとムスリ

ム女性たちは, Toncyが 彼女らそれぞれの創作 を

模倣する(mirror)様 子をビデオにとってダンス

作 品の素材 とするというアイディアを出してき

た。Toncyは 観察者そして彼女が知覚したものを

追想する動作者という二重の役割を負った。その

後 ムスリム女性たちからのフィー ドバックがな

され, Toncyは それぞれの異なる動 きを, それぞ

れの女性の特異性を残 しなが ら, 一つの作品へと

仕上げていった。 ここにBerrolは, Toncyと ムス

リム女性の 「間主観性, 調律(attunement), 共感」

を見ている。

ここでBerrolか ら引用 した例は群舞ではないが, 

固有のバ ックグラウンドを持った集団の表現が舞

踊 として纏め上げられてい く点で, 群舞が個別の

身体に与える変化に類似 した事態が起きていると

捉 えることができる。将来, より治療的なセ ッ

ションで, 精神疾患患者を対象 としたD/MTを 実

践 し, セッションの前後で認知機能に関連すると

されるレセプターを撮影 し, その変化が認められ

れば, 舞踊が患者に及ぼす内的変化を視覚化でき

ると思われる。
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